
これいい～ねっ

平成29年度官民合同パトロールを実施しました。

すぐ直そう！ ！
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会報

142第 号
平成30年4月

※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付の
　ために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に
記載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!
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つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

作業現場内の橋梁への、車両系建
設機械等の走行時の接触防止の為、
橋梁手前に高さ制限ゲートを設置し、
確実な接触防止対策がされている。
（安衛則156条 制限速度等に該当）

第三者の転倒防止対策として、敷
鉄板の段差をアスファルト合材とゴ
ムマットで現道にすりつけられ、段差
養生が確実におこなわれている。
（公災防（土）第3章第24に該当）

狭い現場での作業の為、重機と
作業員との接触災害防止対策とし
て、重機に「巻込まれ防止バー」を設
置して稼働されている。狭い場所で
はかなり有効な対策ですね。

喫煙所が区画設置されている近くに
可燃物が置いてある。（労衛則第291条 
火気使用場所の火災の防止）
喫煙場所の近くには物を置かないよう

に対策を講じましょう。

技能講習・特別教育その他安全関係講習会 会場：袋井建設業会館受講者募集！！

参加者集合写真 パトロール実施磐田労基署長挨拶 パトロール報告会

■実 施 日 平成29年12月 1日（金）

■実施箇所　管内10箇所

■参加者 29名 袋井建設業協会(建災防袋井分会)　20名
 磐田労働基準監督署　4名  袋井土木事務所　　2名
 中遠農林事務所　　　２名  企業局西部事務所　1名

資料提供：掛川市役所大須賀支所／撮影：昭和42年頃

旧国道150号線道幅拡張工事（掛川市西大渕地内）

写真の旧国道150号線は、現
在の県道袋井大須賀線の終点
付近です。
当時、国道150号線バイパス

の工事も進められており、道路
工事が多く行われていました。150号150号

袋井大須賀線

横須賀城跡
公園

イオンタウン
　大須賀

パンの郷 至大東

至袋井

至御前崎至浜松

現在の様子（平成30年2月）

★
工事現場

と
う
も
ん
の
里

開催日 ４月２０日（金）

刈払機取扱作業者に対する
安全衛生教育（6Ｈ）

開催日 5月8日（火）

建設業等における作業員のため
の熱中症予防教育（２Ｈ）

開催日 5月8日（火）

建設業における熱中症
予防指導員・管理者研修（３．５Ｈ）

開催日 5月10日（木）

足場の組立て等の業務に係る
特別教育（６Ｈ）

開催日 5月16日（水）

現場管理者統括管理講習
（７Ｈ）

開催日 5月 22日（火）
　　　　～ 23日（水）

開催日 6月 19日（火）
　　　　～ 20日（水）

開催日 6月 6日（水）
　　　　～ 7日（木）

開催日 6月 12日（火）
　　　　～ 14日（木）

職長・安全衛生責任者教育
（リスクアセスメント含む）（１４Ｈ）

足場の組立て等作業
主任者技能講習（13Ｈ）

地山の掘削及び土止め支保工
作業主任者技能講習（17Ｈ）

型枠支保工の組立て等
作業主任者技能講習（13Ｈ）

開催日 6月22日（金）

施工管理者等のための
足場点検実務者研修（４Ｈ）

開催日 6月26日（火）

足場の組立て等作業主任者
能力向上教育（７Ｈ）

開催日 7月1０日（火）

職長・安全衛生責任者
能力向上教育（５Ｈ４０分）

※申込用紙は4月2日（月）から協会窓口で受講希望者に配布します。但し、郵送希望の場合は、所定用紙(袋井建協HP掲載)により事務局に依頼のこと。

詳細は「袋井建設業協会HP」をご確認ください。URL http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp
お問い合せは　袋井建設業協会（建災防 袋井分会） TEL0538-42-4338/FAX0538-42-4330

【参考】建設業労働災害防止協会静岡県支部HP URL http://www.kensaibou-shizuoka.jp 
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～ 御前崎市の防災対策 ～ 
あなたとご家族の命を守るため 
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ブログって
どうすれば
見られるの？

登録は
とっても簡単

市のホームページから
災害ブログのページを開ける
から、事前に「お気に入り」に
登録しておくといいんだよ。

気象警報・注意報が
発表されるとすぐお知らせ
メールが届くから、状況把握
がスムーズにでき、その後の
対処がしやすいわ。

RSS設定をしておけば、
新着情報が配信されるたびに

チェックができて
便利よね。

現在、御前崎市では市内に２０カ所の広域避難所が設定されており、このうち小学
校、中学校、高等学校に順次設置しております。
災害時には停電となる恐れがあり、夜の光源が確保できないことが懸念されており

ます。そこで、ガスを使用した発電システムを設置することで、災害時の電源の確保が
可能となります。
燃料として使用するガスはほぼ劣化が無く、災害時の対応が容易となり、仮に充填

されているガスを消費してしまっても、各家で利用されているプロパンガスを活用し
て供給設備に燃料を送ることが出来ます。
一般的な発電機での対応では、ガソリン等の燃料の保管が長期間出来ず、災害時に

おける燃料の供給も危惧されるところですので、非常用ガス発電システムが有効であると考えます。

御前崎市には急峻な地形の場所が点在しております。
地震時には津波到達時間が短く、避難所までの最短経
路を確保するため、避難斜路を設置することにより迅速
な避難が出来ます。災害時は車両での避難を避けるた
め、斜路は階段形状とし、出入口部分にも車両の進入を
防ぐ措置を施してあります。太陽光を利用した街灯を設
置することにより、停電時でも避難路の場所を明確に出
来るので、確実な誘導が可能となります。

１.災害時のインターネットによる情報収集をもっとスムーズに

＜広域避難所非常用ガス発電システム＞

2.携帯電話やパソコンへ防災メールを自動配信しています

わが街の
防災対策
シリーズ

1.空メールを送信
 omaezaki-entry@tokyoanpi.sbs-infosys.com へメール送信
2.返信メールを受信・アクセス
 「御前崎市防災メール登録・変更のご案内」を受信。
 記載されたURLをクリックし、登録・変更用サイトへアクセス
3.登録 「利用規約」を確認し、配信を希望する情報を選択。
 大分類（防災情報・防犯情報）を選択後、
 小分類（地震情報、津波警報・注意報等）の選択へ移動
4.内容の確認
 確認画面で内容を確認、間違いがなければ「登録」ボタンをクリック
5.完了メールを受信
 登録完了のメールが届けば登録手続き完了

家族で一度、
避難場所や連絡方法などを話
し合っておいたほうが

いいわね。

災害から身を守るために

防災対策をサポートする補助金制度を活用しましょう！

【お問い合わせ】御前崎市役所危機管理課　TEL.0537-85-1119

資料提供：御前崎市危機管理課

＜津波避難斜路＞

感震ブレーカー設置費補助金
補助額　最大50,000円

上限額50,000円（費用の2/3以内）
新築の場合は10,000円

感震ブレーカーは震度5強の揺れを感知すると自動で電気を遮断し、通電後の電気火災を防ぎます！ このマークが目印です

家具転倒防止器具等購入費補助金
補助額　最大5,000円

※満65歳以上の者のみで構成された世帯、満18歳未満の
　子のみを養育する一人親の世帯等、条件を満たす世帯
　については上限額10,000円

防災用品購入費補助金
補助額　最大10,000円

上限額10,000円（費用の2/3以内）
5人以上の世帯は2回目（上限額7,000円。
費用の2/3以内）の申請ができます。

補助対象となるもの
L字金具、耐震マット、ポール式器具
ガラス飛散防止フィルムなど

阪神淡路大震災の負傷者の5割は、家具の転倒が
原因でした。ご家庭の家具の点検、固定を！

※非常持出袋（リュックサックなど
背負えるタイプの物）、非常食と保
存水（ともに保存年数3年以上の
物）の3点は必ず購入してください。

☆詳細な条件や申請方法につきましては、市役所ホームページでご確認できます。
☆ご不明な点がある方、補助金についてもっと知りたい方はお気軽に危機管理課へお電話ください。

御前崎市では地震、台風、大雨などの災害時に市民の皆様の安全を守り、正確な情報を迅速にお伝えするため、
同報無線をはじめ、CATV音声告知、インターネットを活用した情報発信の環境整備、市内公共設備等の海抜を調
査、公表するなど様々な取り組みを行っています。

大規模災害時は市のホームページにアクセスが集中し、つながりにくくなることがあります。そこで御前崎市ではYahoo!
と「災害に係る情報発信等に関する協定」を結び、アクセスの集中を回避するとともに、ホームページ以外の情報発信手段と
してYahoo!ブログを開設しました。
ブログでは地震や津波などの緊急情報や停電情報など、災害関連の情報を発信していきますので、ぜひご活用ください。

御前崎市では災害時の新たな情報伝達手段として、「御前崎市防災メール」の自動配信サービスを実施しています。
登録していただくと、地震情報や津波警報、気象警報をはじめ、市が発令する避難勧告・避難指示の情報や防犯情報を
お手元の携帯電話やパソコンでご確認いただけます。

平成25年度、静岡県から
「静岡県第4次地震被害想定」
が公表されたことに伴い、御前
崎市では、広域避難所予定施
設やレベル2の津波の最大浸
水深図等が記された御前崎市
防災マップを作製しました。

貯水槽や緊急輸送路等必要な情報が盛りだくさんな防災マップ

御前崎市のホームページ　http://www.city.omaezaki.shizuoka.jp

なみまる・ふうちゃん
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京風たこ焼き ねぎ牛　￥490(6ケ）

宴会コースは1,980円と
2,980円の2つのコースが
あり、このプランに飲み放題
プランを付けることができま
す。飲み放題は、アルコール
が1,500円、ソフトドリンク
が700円になります。

鉄板
道場多幸亭

国1バイパス
県道日坂沢田線

至静岡至浜松

至掛川

至掛川駅
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さかがわ学校
給食センター

文

●
つま恋リゾート彩の郷
●
つま恋リゾート彩の郷
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歴
史

第
十
三
回
目
は
、磐
田
市
の「
見
付
端
城
」を
紹
介
し
ま
す
。

⑬

中
東
遠
の
城
跡
を
訪
ね
る

兵
ど
も
が
夢
の
跡

磐田市見付　見付端城跡

築
城
年
代
は
定
か
で
は
な
い
が
室
町
時
代
初
期

に
今
川
氏
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と
云
わ
れ
る
。

今
川
基
氏
の
子
範
国
は
北
朝
方
と
し
て
各
地
を

転
戦
し
、正
慶
二
年（
元
弘
三
年
、一三
三
三
年
）遠

江
国
守
護
職
を
任
せ
ら
れ
、建
武
四
年（
延
元
二

年
、一
三
三
七
年
）に
は
駿
河
国
守
護
職
を
も
兼
任

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、半
世
紀
に
わ
た
っ
て
遠
江
・
駿
河
を
舞

台
と
し
て
活
躍
し
、か
つ
て
国
府
が
置
か
れ
遠
江
の

中
心
地
で
あ
る
見
付
を
根
拠
地
に
選
ん
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

そ
の
後
、範
国
の
嫡
子
今
川
範
氏
と
子
の
泰
範
が

駿
府
進
出
を
企
て
、範
政
の
代
に
至
り
そ
の
目
的
を

達
成
し
た
。今
川
氏
の
宗
家
が
駿
河
に
入
る
と
、見

付
端
城
は
、遠
江
今
川
氏
、即
ち
今
川
貞
世（
了

俊
）以
後
数
代
の
居
城
と
な
っ
た
が
、了
俊
五
代
の

孫
貞
基（
堀
越
用
山
）が
、反
義
元
派
に
属
し
た
た

め
、天
文
六
年（
一五
三
七
年
）今
川
義
元
は
見
付
端

城
主
貞
基
を
犬
居
城
主
天
野
氏
に
命
じ
て
攻
撃
さ

せ
こ
れ
を
落
と
し
た
。

尚
、「
三
河
記
」に
よ
る
と
、永
禄
十
二
年（
一五
六

九
年
）に
家
康
が
新
城（
城
之
崎
城
）を
築
い
た
時
に

廃
城
と
な
っ
た
と
い
う
。﹇日

本
城
郭
大
系
9
他
参
照
﹈

現
在

北
の
曲
輪
が「
古
城
二
の
丸
」と
呼
ば
れ
、現
在
の

磐
田
北
小
学
校
の
敷
地
辺
り
に
あ
っ
た
。南
の
曲
輪

は
、大
見
寺
境
内
と
な
っ
て
い
る
。

境
内
の
南
〜
北
に
か
け
て
Ｌ
の
字
状
に
土
塁
が

残
っ
て
い
る
。

工 事 名
平成28年度～平成29年度 学校給食施設整備事業
債務負担行為　新学校給食センター建設工事
工事場所 掛川市逆川地内
発 注 者 掛川市長　松井三郎
構　　造 鉄骨造一部２階建て
延床面積 2,571ｍ2

施設規模 1日最大6,000食の給食調理が可能な施設
配送対象 掛川区域の15小学校及び三笠幼稚園
工　　期 平成28年7月6日～平成29年7月31日
　　　　　　　　　　設計・監理
株式会社 ヴァイスプランニング一級建築士設計事務所

　　　　　　　　　　 施 工 者
建築主体工事　尾崎・藤本・鈴木特定建設工事共同企業体
電気設備工事　川北・中上特定建設工事共同企業体
給排水衛生設備　浅岡・トダックス特定建設工事共同企業体
空調設備　日管・掛川水道設備特定建設工事共同企業体
エネルギーコンサルタント　(一社)日本エレクトロヒートセンター

　掛川市が整備を進めてきた「掛川市立さかがわ学校給食センター」が完成しました。
　掛川区域の小学校に併設されていた８箇所の学校給食調理場を統合し、１日最大
６,０００食分の調理が可能な施設になりました。
　また、この給食センターは、防災の観点からも、非常時に備えた機能を有している他、
調理のための設備や機器も最新の優れたものを導入し、充実したセンターとなってお
ります。

掛川市立さかがわ学校給食センター

工
事
概
要

Ｈ29年1月23日　工事中H28年7月27日　着工前

外観・北側H29年7月31日　完成

内観2内観１

まんぷく三種¥1150
（お好み焼ミックス、焼そばミックス、あげたこ） 海鮮ミックスもんじゃ ¥940

パワーセット(ランチ） ¥950 キングステーキ ¥980

所 在 地 〒438-0012 磐田市向笠新屋700-24
電　　話 0538-38-2006   
駐 車 場 15台　　席数　（最大）50席・分煙
営業時間 平　日・ 11:00～15:00（LO・14:00） 
  17:00～22:00（LO・21:00）
 土日祝・ 11:00～22:00（LO・21:00）
定 休 日 毎週火曜日・第3水曜日

おすすめメニューおすすめメニュー

縄
張
図

土
塁

城
址
碑

堀内土木
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「
国
会
議
事
堂
」

協
会
活
動
報
告

平成29年11月～
平成30年2月

12
／
6（
水
） 第
5
回
理
事
会

●
全
建
表
彰
及
び
県
協
会
長
賞
表
彰
候
補
者
推
薦

●
県
立
磐
田
農
業
高
等
学
校
生
徒
の
現
場
見
学
会
実
施

　
計
画

●
協
会
活
動
報
告
及
び
県
協
会
理
事
会
等
の
結
果
報
告

　
（
以
下
同
じ
）

●
就
労
規
則
の
修
正　
　
　
　

●「
新
年
の
つ
ど
い
」開
催
内
容　
ほ
か

2
／
7（
水
） 第
7
回
理
事
会

●
平
成
30
年
度
予
算（
素
案
）検
討

●
中
遠
農
林
事
務
所
災
害
協
定
締
結（
改
定
）

●
袋
井
建
設
業
会
館
劣
化
調
査
結
果
検
証
と
対
応

●
平
成
30
年
度
建
産
連
会
長
表
彰
候
補
者
の
推
薦

●
平
成
30
年
度
会
員
研
修　
ほ
か

1
／
19（
金
） 第
6
回
理
事
会

●
会
費
徴
収
基
準
及
び
協
会
事
業
見
直
し

●
平
成
30
、31
年
度
袋
井
建
設
業
協
会
役
員
・
委
員
選

　
任
方
針

●
袋
井
建
設
業
会
館
劣
化
調
査
報
告

●
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
及
び
中
遠
農
林
事
務
所
と
の

　
災
害
協
定
締
結（
延
長・改
定
）　
ほ
か

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

11
／
8（
水
）

　

浜
松
河
川
国
道
事
務
所
防
災
訓
練
参
加

　
・ 

情
報
伝
達
訓
練
実
施

12
／
7（
木
）

　

中
遠
農
林
事
務
所
関
係
災
害
協
定
締
結（
改
定
）説
明
会

12
／
22（
金
）

　

袋
井
土
木
事
務
所
チ
ェ
ー
ン
装
着
訓
練
協
力

　
（
森
町
天
宮
）

■
技
術
委
員
会「
建
築
部
会
」

1
／
15（
月
）

　
袋
井
建
設
業
会
館
劣
化
調
査
結
果
検
証

■
技
術
委
員
会「
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会
」

11
／
22（
水
）

　
第
６
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
今
後
の
取
組
み
、次
年
度
事
業
計
画
の
検
討

12
／
1（
金
）〜
2（
土
）

　
視
察
研
修【
参
加
者
6
名
】

　
（
羽
田
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
東
京

　
　
ほ
か
）

1
／
17（
水
）

　
地
震
対
策
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
2
0
1
8（
大
規
模
図
上

　
訓
練
）参
加

　
・ 「
西
部
方
面
本
部（
西
部
危
機
管
理
局
）本
部
運
営

　
　
訓
練
参
観
」

　
・ 

災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
共
有
訓
練
参
加

　
　
「
御
前
崎
港
管
理
事
務
所
と
の
情
報
共
有
訓
練
実
施
」

１
／
26（
金
） 

　
協
会
事
業
等
検
討

2
／
7（
水
） 

　
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

■
正
副
会
長
会
議

11
／
14（
火
）

　
就
労
規
則
の
修
正
、「
新
年
の
つ
ど
い
」の
実
施

１２
／
6（
水
）

　
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

１２
／
28 （
木
） 

　
協
会
事
業
等
検
討

１
／
10（
水
） 

　
協
会
事
業
等
検
討
、次
期
役
員・委
員
選
任
方
針
検
討

１
／
19（
金
） 

　
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

■
総
務
委
員
会（
労
務
委
員
会
）

1
／
30（
火
）

　
県
立
磐
田
農
業
高
等
学
校
生
徒
現
場
見
学
会

　
【
参
加
生
徒
15
名
】

　
橋
梁
補
強
工
事（
磐
田
市
小
立
野
）、工
業
団
地
造
成

　
工
事（（
袋
井
市
豊
沢
）ほ
か

2
／
15（
木
）

　
静
岡
理
工
科
大
学
と
の
交
流
会
開
催（
構
造
実
験
棟

　
視
察
ほ
か
）

2
／
14（
水
）

　
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
開
催

　
【
国
8
名　
協
会
8
名
】

理
事
会

委
員
会
等
報
告

安
否
コ
ー
ル
テ
ス
ト
配
信
（
実
施
日
・
返
信
率
）

安
否
コ
ー
ル
推
進
会
議

　
（
着
信
状
況
の
把
握
、返
信
率
ア
ッ
プ
検
討
）

11
／
8（
水
）　
40
%

12
／
13（
水
）　
41
%

1
／
10（
水
）　
41
%

2
／
14（
水
）　
41
%

11
／
17（
金
）、12
／
22（
金
） 

1
／
24（
水
）、2
／
22（
木
）

災
害
時
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム

　
　「
安
否
コ
ー
ル
」の
運
用

■
技
術
委
員
会「
土
木
部
会
」

11
／
14（
火
）

　

袋
井
土
木
事
務
所
及
び
中
遠
農
林
事
務
所
と
の
意
見

　
交
換
会
開
催

■
広
報
委
員
会

11
／
15（
水
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
141
号
」の
校
正

12
／
1（
金
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
141
号
」の
発
行　

12
／
12（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
142
号
」の
編
集
計
画

1
／
16（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
142
号
」の
編
集
会
議 

2
／
20（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
142
号
」の
編
集  

■
安
全
委
員
会

11
／
15（
水
）

　
第
5
回 

安
全
委
員
会

　
年
末
官
民
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
打
合
せ

　
平
成
29
年
度
パ
ト
ロ
ー
ル
実
績・次
年
度
委
員
検
討

12
／
1（
金
）

　
第
6
回 

安
全
委
員
会

　
年
末
官
民
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
最
終
打
合
せ

　
安
全
の
道
し
る
べ
掲
載
記
事
検
討

　
年
末
官
民
合
同
建
設
工
事
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の　

　
実
施【
参
加
者
29
名
】

　
【
磐
田
労
基
署・袋
井
土
木・中
遠
農
林・企
業
局
西
部

　
　
・協
会
安
全
委
員
】

1
／
22（
月
）

　
中
遠
農
林
事
務
所
関
係
災
害
協
定
締
結（
改
定
）協
議

1
／
29（
月
）

　
中
遠
農
林
事
務
所
関
係
災
害
協
定
締
結（
改
定
）協
議

　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
検
討

2
／
6（
火
）

　
「
災
害
時
応
援
協
定
締
結
事
業
者
と
の
研
修・情
報
交

　
換
会
」参
加（
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
ェ
ル
）

2
／
26（
月
）

　
静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
訓
練
参
加

　
・ 

情
報
伝
達
訓
練
実
施

　
・ 

実
動
訓
練
参
観（
浜
松
市
天
竜
区
青
谷
地
内
）

現場見学会

研
修
会
・
講
習
会

1
／
19（
金
）

　
監
理
技
術
者（
映
像
）講
習【
受
講
者
29
名
】

そ
の
他
の
行
事

11
／
25（
土
）〜
26（
日
）

　
役
員
視
察
研
修【
参
加
者
8
名
】

　
（
川
越
蔵
造
り
の
町
並
み
、榛
名
神
社
ほ
か
）

1
／
10（
水
）

　
新
年
の
つ
ど
い【
関
係
者
61
名　
来
賓
5
名
】

オペレーション2018

意見交換会（袋井土木）

チェーン装着訓練

新年のつどい

道路啓開訓練参加

大学との交流会

意見交換会（中遠農林）

蔵前水の館

広
報
委
員
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

今
月
号
を
も
っ
て
以
下
の
三
名
が
広
報
委
員

を
卒
業
と
な
り
ま
し
た
。

■
広
報
委
員
長

　
　
　

 

西
島 

正
浩　
（
株
）西
島
土
木

八
年
間
、多
く
の
委

員
の
皆
様
と
出
会
い

楽
し
く
助
け
ら
れ
な

が
ら
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
広
報
委
員
会
を
陰
な
が

ら
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
磐
田
地
区

　
　
　
　
堀
内 

浩
平　
（
株
）堀
内
土
木

四
年
間
と
い
う
短

い
期
間
で
し
た
が
建

設
業
を
P
R
す
る
と

い
う
大
切
な
使
命
を

全
う
出
来
た
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
心
強
い
仲
間
た
ち
と
建
設

業
と
い
う
も
の
を
地
域
に
発
信
出
来
た
こ

と
が
未
来
の
建
設
業
界
に
繋
が
れ
ば
と
感

じ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
磐
田
地
区

　
　
　
　
乗
松 

佑
紀　
乗
松
建
設（
株
）

広
報
誌
の
制
作
を

通
し
、多
く
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
頂
い
た
こ
と

を
大
変
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
経
験
を
今
後
に
活
か
し
、仕

事
に
励
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
一
九
六
回
通
常
国
会
が
六
月
二
十

日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
で
審
議
内
容
が
毎
日
の
よ
う
に
流

れ
て
い
ま
す
ね
。衆
議
院
と
参
議
院
で
構

成
さ
れ
、国
の
予
算
や
法
律
を
決
め
る
と

こ
ろ・・・と
い
う
の
は
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
か

と
思
い
ま
す
。

そ
の
舞
台
と
な
る
国
会
議
事
堂
で
す

が
、地
下
一
階
地
上
三
階
建
て（
中
央
部

の
塔
は
九
階
の
高
さ
）の
建
物
を
建
設
す

る
の
に
、十
七
年
の
歳
月
が
か
か
っ
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。着
工
は
一
九
二
〇
年
一

月
、完
成
は
一
九
三
六
年
十
一
月
に
な
り

ま
す
。日
本
全
国
の
質
の
い
い
石
で
つ
く

ら
れ
て
い
る
た
め
、「
石
の
博
物
館
」と
も

呼
ば
れ
、壁
や
柱
に
は
化
石
が
埋
ま
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。廊
下
の
赤
い
絨
毯
は
延

長
約
四
キ
ロ
。掃
除
機
は
壁
の
穴
に
ホ
ー

ス
を
つ
な
い
で
吸
引
し（
真
空
除
塵
装

置
）、本
会
議
場
の
近
く
に
は
疲
れ
た
体
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
よ
う
酸
素
ボ
ッ
ク

ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、お
土
産
売
り
場
も
併
設
さ

れ
て
お
り
、お
菓
子
や
湯
飲
み
な
ど
が
買

え
る
そ
う
で
す
。近
く
に
行
っ
た
と
き
は

是
非
、見
て
み
て
は
!?　
　

    （ 

N・M 

）



これいい～ねっ

平成29年度官民合同パトロールを実施しました。

すぐ直そう！ ！
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会報

142第 号
平成30年4月

※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付の
　ために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に
記載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!

会
報

発
行
●
一
般
社
団
法
人
 袋
井
建
設
業
協
会
〒
4
3
7
-0
0
2
4
 袋
井
市
三
門
町
1
1
-1
2
  TEL0

5
3
8
-4
2
-4
3
3
8

142
第

号

つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

作業現場内の橋梁への、車両系建
設機械等の走行時の接触防止の為、
橋梁手前に高さ制限ゲートを設置し、
確実な接触防止対策がされている。
（安衛則156条 制限速度等に該当）

第三者の転倒防止対策として、敷
鉄板の段差をアスファルト合材とゴ
ムマットで現道にすりつけられ、段差
養生が確実におこなわれている。
（公災防（土）第3章第24に該当）

狭い現場での作業の為、重機と
作業員との接触災害防止対策とし
て、重機に「巻込まれ防止バー」を設
置して稼働されている。狭い場所で
はかなり有効な対策ですね。

喫煙所が区画設置されている近くに
可燃物が置いてある。（労衛則第291条 
火気使用場所の火災の防止）
喫煙場所の近くには物を置かないよう

に対策を講じましょう。

技能講習・特別教育その他安全関係講習会 会場：袋井建設業会館受講者募集！！

参加者集合写真 パトロール実施磐田労基署長挨拶 パトロール報告会

■実 施 日 平成29年12月 1日（金）

■実施箇所　管内10箇所

■参加者 29名 袋井建設業協会(建災防袋井分会)　20名
 磐田労働基準監督署　4名  袋井土木事務所　　2名
 中遠農林事務所　　　２名  企業局西部事務所　1名

資料提供：掛川市役所大須賀支所／撮影：昭和42年頃

旧国道150号線道幅拡張工事（掛川市西大渕地内）

写真の旧国道150号線は、現
在の県道袋井大須賀線の終点
付近です。
当時、国道150号線バイパス

の工事も進められており、道路
工事が多く行われていました。150号150号
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パンの郷 至大東

至袋井

至御前崎至浜松

現在の様子（平成30年2月）

★
工事現場

と
う
も
ん
の
里

開催日 ４月２０日（金）

刈払機取扱作業者に対する
安全衛生教育（6Ｈ）

開催日 5月8日（火）

建設業等における作業員のため
の熱中症予防教育（２Ｈ）

開催日 5月8日（火）

建設業における熱中症
予防指導員・管理者研修（３．５Ｈ）

開催日 5月10日（木）

足場の組立て等の業務に係る
特別教育（６Ｈ）

開催日 5月16日（水）

現場管理者統括管理講習
（７Ｈ）

開催日 5月 22日（火）
　　　　～ 23日（水）

開催日 6月 19日（火）
　　　　～ 20日（水）

開催日 6月 6日（水）
　　　　～ 7日（木）

開催日 6月 12日（火）
　　　　～ 14日（木）

職長・安全衛生責任者教育
（リスクアセスメント含む）（１４Ｈ）

足場の組立て等作業
主任者技能講習（13Ｈ）

地山の掘削及び土止め支保工
作業主任者技能講習（17Ｈ）

型枠支保工の組立て等
作業主任者技能講習（13Ｈ）

開催日 6月22日（金）

施工管理者等のための
足場点検実務者研修（４Ｈ）

開催日 6月26日（火）

足場の組立て等作業主任者
能力向上教育（７Ｈ）

開催日 7月1０日（火）

職長・安全衛生責任者
能力向上教育（５Ｈ４０分）

※申込用紙は4月2日（月）から協会窓口で受講希望者に配布します。但し、郵送希望の場合は、所定用紙(袋井建協HP掲載)により事務局に依頼のこと。

詳細は「袋井建設業協会HP」をご確認ください。URL http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp
お問い合せは　袋井建設業協会（建災防 袋井分会） TEL0538-42-4338/FAX0538-42-4330

【参考】建設業労働災害防止協会静岡県支部HP URL http://www.kensaibou-shizuoka.jp 


